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神経細胞の機能の特質にもとづく
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第1章　精神薄弱児教育の問題点
　人の知能についてガウス曲線を描くと、I　Q70以下は、人口の2．27％に該当する
ことになります。　（第1図）したがって、脳の外因的偶発的な損傷による知能低格
を除外しても、一般人口の中には必ず2．27％の低I　Q者が存在するわけで、日本人
全体では大人も子供もふくめて、約200万人の精神薄弱者（児）がいると推定
されます。
　事実英国のペンロー
ズの調査でも、全人口
の2．56％に、このよう
な別に病的でなく、生
理的な表現をとる精神
薄弱者がいることが判
明しています。　（註1）
なお、このような低I
Q者のほかに、相当数
のジャーヴィスの言う
病理型精神薄弱が存在
するわけですから、両
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者を合わせると、わが国の精神薄弱者（児）の数は、おそらく300万人をこえるも
のと想像されます。これら多数の者が（ごく少数の重度の者を除いて）適正な教育
や訓練を受けて社会の一員となり、生活的に自立して、社会公共に貢献することが
できるならば、本人や家族の幸福はもちろん、社会の繁栄にとってもこの上なく喜
ばしいことであります。先進国に比較して、一世紀遅れているといわれたわが国の
精薄児教育が、戦後の児童福祉思想の向上、福祉立法の整備、社会非行の防止対策、
家族の自覚などを背景にして、急速に発展してきたことは、この問題の社会に占め
る大きさから言って当然のことであります。
　ひと口に精薄児と言っても、その内容や程度は千差万別です。軽いものでは、単
に知能が平均よりやや低いというだけで（I　Q75～60程度）、べっに病理的脳障害
があるわけでなく、学齢期になって学校へ行くまで発見されないものもあります。
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重いものでは、ほとんど人語をもたず、衣食の用も他人の助けを借りなければなら
ない場合もあります．文部省通達では、講（IQ75－5・程度）、痴愚（IQ5。か
ら20～25程度）、白痴（I　Q20～25以下）と分類していますが、実際には、そのよ
うな基準によって一律に決定できない場合が多いようです。したがって、精薄児教
育において最も根本的な問題は、対象となる子供が教育可能か（educable）、訓練
可能か（trainable）、あるいは、生涯にわたって保護すべきものか（custodial　care）
判別することであります。カークによれば、educableとは、（1）学校での知的教科の
学習の面で最小限の教育可能性、（2）地域社会で独立してやっていけるような社会適
応性、（3）将来成人になった時に、完全に（やや完全に）自活できる段階までの、最
小限の職業的適応などの面での発達可能性をもっている子供であり、trainableとは、
知能が低いために、教育可能な精薄児のために設置された学級では、学習すること
はできないが、（1）身辺生活の自立、（2）家庭や近隣への適応、さらに（3）家庭・保護授
産所あるいは施設内での自活なら十分にやっていける可能性をもっ子供であると分
類されています。　（註2）同じ精薄児あ擁翻こあっても、この判別によって、教育
・訓練の施設、方法が全く変ってくるのです。この判別にあたっては、（1）知能検査、
（2）社会生活能力調査、（4）行動性調査などを含む心理学的検査、専門医の行なう医学
的諸検査、さらに教育的資料などを綜合して判定しなければなりません。
　以下、第2章、第3章で紹介するものは、判別のための検査や測定とは異なった
面から一神経細胞の機能の特質を基礎にして、精薄児の教育・訓練の可能性を、
より深い所に立ち入って探求し、精薄児教育のgeneraliZatiOnを意図したものとし
てユニータな理論だと言えます。　（註3）
　（註1）「精神薄弱児のために」園原太郎　日本放送出版協会
　（註2）　「カーク特殊教育入門」伊藤隆二
　（註3）　第2章と第3章は、EBERSOLE，M．，KEPHART，N．C．，
　　　　　EBERSOLE　J．B．，の共著
　　　　　STEPS　TO　ACHIEVEMENT　FOR　THE　SLOWLEARNER　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　（1968）の第3章Brain　Damage　Related　to　the　Function　of　the
　　　　　Nervous　Systemと第4章Learning　Theory　Related　to　Teaching
　　　　　Techniquesの概要です。
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第2章　神経系統組織と脳障害
　第1節　神経系統組織とその機能
　神経系統組織け、次の三っの機能に分けられます。
（1）感覚部門
　神経系統の入力、すなわち感覚機能は、感覚上の経験あるいは刺激を、視覚、
　聴覚、触覚、臭覚、昧覚を通じて受け入れます。
（2）運動部門
　神経系統の出力、すなわち運動部門は、骨や筋肉の運動をコントロールします。
（3）処理統合部門
　入力と出力は、刺激を検討し、運動出力が生まれるようにする、頭脳の中の処
　理統合部門によって関係づけられます。
　神経繊維は以上の三っの部門を結びっけ、通信を頭脳から身体の各部分に伝えま
すが、その逆にも作用します。　（第　2　図）
視覚・聴覚
　　　　　　Sなどの刺激
↓↑
頭　　　　脳
処理統合部門
↓↑
身体の各部
　　　　　　R反　　　応
　第2節　頭脳の恒常性（Homeostasis）
　融通自在の反応を可能にする頭脳は、神経系統の中心的支配領域であり、身体の
各部の反応は、何千という小さな情報を処理統合した結果生れたものであります。
ところで、頭脳の多くの部分は、「恒常性」といわれる機能をもっています。それ
はまた「ベッドスプリング効果」とも言われますが、その理由は、ベッドのスプリ
ングの一部を押し下げると、その周囲の部分も引張り下げられることに似ているか
らです。「恒常性」によって、脳の損傷されていない部分が、損傷された部分のた
めに否定的な影響を受ける場合もあり、逆に隣接する完全な部分が、故障している
部分の補償をすることもあります。このために、脳に障害のある子供の進歩を予想
することは不可能です。
　第3節　神経細胞の組織と機能
　脳の神経細胞は第3図のような組織をしています。細胞体・樹状突起・軸索など
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で一っの単位とな・）て
体への入口であり、軸
樹状突起
鶏劉に 細胞体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸索一単位のニューロンは、
一箇の軸索しか持ちま
せんが、樹状突起は二　　　　　　　　　　第3図　細胞組織図
箇以上持っこともあります。ニューロンのうちあるもの（遠心性ニューロン）は、
脳から身体のすべての部分に通信（衝撃）を伝え、また別のもの（求心性ニューロ
ン）は、身体の各部分から脳へ衝撃を伝えます。神経衝撃の伝達は、（1）電気化学的
（2）多方面的、（3）total　or　nothingであります。
　（1）神経伝達の電気化学的関係
　　衝撃が一っの細胞から他の細胞へ伝わるには、細胞と細胞との間の空間を移動
　しなければなりません。衝撃は樹状突起から入り、細胞体、軸索を通り、その末
　端で電気化学的作用により、細胞間空間を通して別の細胞の近接する樹状突起に
　電流を通じて移動します。この作用をニューロン連接とよび、軸索の末端を前連
　接領域、樹状突起の端末を後連接領域と言います。
　（2）脳細胞の多方面関係
　　脳神経細胞の配列は多方面的であります。次の図の場合、細胞AとBの作用量
　　　　　　　＿認襲隅嚇
B細胞の軸索 D細胞の樹状突起
電気衝撃の方向
（第4図）多数の軸索が単一の樹状突起や細胞に靖姦する
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の総和が細胞Cの軸索によって、右の方向に放電されます。ニューロン配列の三
次元方向によって、単一のニューロンが、頭脳の中の異なった方向のたくさんの
軸索から刺激を受けることができるという仮説が立てられます。これは教育や訓
練にとっ七、たいへん重要なことです。衝撃が、一っの経路によって特定のニュ
ーロンに到達できない時や、反射回路を造り出すことができない場合でも、健全
なニューロンによって、新しい経路を通じて衝撃を伝えることが可能となります。
これはハイウエイにおける迂回路によく似ています。必要な訓練によって、神経
系統に新しい迂回路を作ることは、ハイウエイの迂回路を通るのと同様に、困難
にして不便なことが多いのです。
（3）神経細胞のall　or　nothing反応と促進効果
　神経細胞は、衝撃を放電することによって刺激に反応するが、この反応は部分
的なものでなく、全部反応か、まったく無反応です。このため、ある一単位の神
経細胞を刺激しようとする他の軸索からの刺激は、新しい反応を生む程十分に強
力でなければなりません。しかし、部分的あるいは弱い刺激が、後連接するニュ
ーロンに反作用を起こさせることができない場合でも促進効果があります。最初
の衝撃に続く次の衝撃によって、普通の場合より簡単に電圧が上がる（反応の原
因となる）程度に、将来の刺激がより効果的になるよう後連接ニューロンに影響
します。それは水の沸騰点以下の加熱にたとえられます。Guytonは促進効果によ
る、記憶と感覚的情報の貯蔵との関係にっいて、一つの理論を提供しています。
「重要な感覚的情報のほんのわずかな量だけが、迅速な運動神経の反応を起こさ
せる。残りは、将来の運動神経のコントロールと、思考のプロセスに使用するた
めに貯蔵される。この貯蔵は、ほとんど大脳皮質で行なわれるが、そのほかにも
脳の基礎的な部分（筆者註、脳幹部）や、脊髄においてさえもわずかであるが行
なわれる。この情報の貯蔵は、いわゆる記憶とよばれるプロセスであり、これも
また連接の作用である。ある特定の感覚できる信号が一連の連接を通過するごと
に、それぞれの連接は、移転させる可能性をだんだん大きくする。これが促
進効果である。感覚できる信号が、何回も何回も連接を通過すると、連接が強い
刺激を受けるので、脳の中をさまよっている信号は、同じ一連の連接を通じて衝
撃の移動を可能にする。これは実際には感覚の記憶に過ぎないのであるが、もと
の感覚を経験する感情を人に与える。」　（註4）
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　「ニューロンの組織された集団をニューロンプールと呼ぶが、それは反射回路と
　なる。この回路の中でニューロンは、絶えず相互に刺激し影響し合う。その結果、
すべての細胞集団を綜合した総力となる。反射回路は、いろいろ異なった刺激か
　ら影響を受けるが、それらが結合した活動は、唯一っの反応、すなわち思考を生
む。」（註5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭脳に障害のある子供の
一一誘　　　 銭灘篇繋
　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばなりません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）神経障害の周囲の機能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不全領域は、訓練に応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずることができる。
　　　　第5図　Guytonの理論的反射回路　　　　　　　頭脳に障害のある子供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かさは、真の解剖学的あるいは生理的無能力領域の周囲に、心理学的景領域（halo　area）
を作ることができます。そしてこの畢領域は、適当な方法によって、小さくするこ
とができます。
周辺領域
畢領域
匡正不能頭脳
障害領域
　　　　　　　　　　　　第　6　図
（2）頭脳の健全な領域は、故障領域の代替をすることができる。
　もしこの代替が自動的に行なわれない時は、あまりにたくさんのニューロンが
　破壊されていない限り、特定の教育方法によって健全な領域を再訓練し、代替
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　　あるいは強化をもたらすことができます。もちろん、この場合でも、頭脳の各
　部の機能が複雑なために、単に1対1の代替関係が起こるのでなく、全体の再
　組織化となります。（註6）
　第4節診断のためのテスト
　前節で述べたような特別の教育・訓練に先立って、子供の脳の障害の原因一遺伝
的か、染色体異常か、胎生期の脳傷害か、出産時の脳損傷か、乳幼児期の脳傷害に
よるか一を探り、適切な対策をとり得るよう、いろいろなテストが必要でありま
す。心理学者による精神測定学的諸テスト、専門医による視力・聴力の検査、脳の
損傷と機能不良とを比較的簡単に探知できる脳波測定図、さらに高度のものとして
は、頭骸骨X光線、Pneumoence－Phalograms（脳の周囲のすき間、あるいは脳
の中に空気を噴射する装置のっいたX光線）Angiogram（脳の血管中に非放射1生染
料を噴射する装置のっいたX光線）、または、脳の放射性同位元素精査などがあり
ます。
　（註4）　Guyton，A．C．，Textbook　of　Medical　Physiology，3rd．ed．
　　　　　1966P653
　（註5）　前掲書p673
　（註6）　シュトラウスも、傷害を受けない脳の健全な半分で、損傷部分を代償
　　　　　させるよう訓練することを述べている。西谷三四郎「精神薄弱児」（1）
　　　　　児童心理　1956年参照
第3章教育法に関連する学習理論
　第1節　統合に関連する刺激と反応
　長い間、心理学者達は、学習理論にっいてはわずか二つのプロセスしかないと考
えて来ました。
（1）刺激が個人に与えられる　（2）彼はそれに答える
　しかし、異なった刺激が、同一の反応を生むこと、反応の予想は、かならずしも
同一とは限らないことが明らかになり、学習理論は、刺激と反応との間に統合のプ
ロセスを含むものになりました。　（第7図）
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統　　合
刺激→ おもに頭脳で行われる →反　応
　　　　　　　　　　　　　第　7　図
さらに内部関係の影響を考慮に入れると、反応は第8図のように複雑になります。
刺激→入 力→ 　　統　　合（仕上げと記憶を含む）
内部のフイードバック
→出　力
第　8　図 反　応
　入力は、刺激に応える内部の神経学的活動であって、刺激を模写します。出力は、
内部の神経学的反応であり、統合の結果生じたものであります。そして、それは人
間組織の意識へ、フィードバックされ、最初の態度と入力に再び影響を与えます。
したがって、最初の刺激に対する個人の最終反応は、現在の統合と、フィードバッ
クにもとずく情報によって調整されます。このために、学習は周期的になります。
Hebbの細胞集合理論によれば、繰り返えされた刺激は、細胞の集合を形成すると考
えられます。　（註7）この集合体は、閉路として活動することの可能な、あるいは、
別箇のこのような神経系統に影響することの可能な一群の関係領域神経細胞であり
ます。細胞A．B．C．Dが、相互に関係づけられるとするならば、細胞の集合体
は、次のように図解されます。
　理論的には、細胞集合体は、ある細
胞を他の細胞に関係させる神経衝撃を　　　　　　　　　　　　C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒもった反射回路として活動します。閉
回路の活動は、絶えず刺激を受けるに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
したがって、だんだん安定してきて、　　　　　　　D
特定の感覚器官の細胞が停止した後で
も、しばらくの間はその活動を続けま　　第9図理論的細胞集合の図形
す。細胞集合体が、刺激を受け固定化するにしたがって学習が起こります。確立さ
れた細胞集合体は、将来の学習の基礎であり、基本的なイメージやアイデァの貯蔵
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場所となり、複雑な思考のプロセスを創造するために協同します。
　第2節　理論にもとずく教育法
　脳に障害のある子供の教育は、学習をどのようにして、神経学的に相互に関係さ
せるかの知識ばかりでなく、細胞集合論で述べたように、刺激反応のプロセスの知
識によって指導された管理された組織的な方法でなければなりません。そして学習
は次の順序で行なわれます。
　（1）学習について、もっとも好ましいアプローチの方法がとられるような、子供の
　　能力についての理解ある認識。
　（2）知覚一運動神経の一致と、配分された練習による学習の強化と安定。
　（3）細胞集合体を形成し関連ずけることによる、有意義で役に立っ思考のプロセス
　　の確立。
　（1）アプローチの方法
　　脳に障害のある子供の学習は、子供の神経学的特性のために、多感覚器官的方
　法を用いなければなりません。そのために注意しなければならない点がいくつか
　あります。
　　まずはじめに、それぞれの子供に対しどの感覚器官による方法がもっとも効果
　的であるか決定しなければなりません。もしも教師が、誤って子供にとって弱い
　感覚器官を最初に別いた場合には、あとでより強い器官を含む他の全ての器官を
　情報の源として使用しても、よい結果は生まれません。最初に用いた弱い器官が、
　混乱した情報を与えているためであって、感覚器官の追加使用は混乱を増すばか
　りとなります。多感覚器官的方法を組織化する方法は、対象とする子供によって
　それぞれ異なります。同一の材料の提供も、ある子供と別の子供とでは効果がち
　がってきます。この学習で成功か失敗かの差をつくるのは、教師が何を提供する
　かでなく、いかにして提供するかです。したがって、子供のカリキュラムを作る
　に先立ち、将来起こるかもしれない脱落や誤解をさけるために、熟練した専門家
　による視覚・聴覚・心理学的検査が必要であります。
　（2）知覚一運動神経の一致
　　視覚による情報は、眼が向けられる方向によって制限されますが、眼の方向は、
　眼の特別な筋肉によってコントロールされます。子供は、以前の手で物を探して
　いたのと同じ方法で、物を探すことになります。すなわち、（ア）子供は、眼の特別
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な筋肉の運動のパターンを会得することによって、眼を動かすことを覚えなけれ
ばなりません。（イ）さらに大切なことは、子供は入って来る情報に関連して、眼を
動かすことを知らなければなりません。子供が、自分の眼をコントロールできる
ことを知る唯一の方法は、それらの情報を評価することですが、眼のコントロー
ルに基準となる安定した外界を、子供はまだ会得しておりません。また眼のコン
トロールが出来ない場合、視覚による情報の本体への入力は、変り易くむらがあ
ります。眼のコントロールは、安定した視覚の欠けることによって妨げられ、視
覚の世界の安定性は、眼のコントロールが無いためにそこなわれます。このジレ
ンマを解決するためには、子供は運動神経からの情報に合致する情報が得られる
ようになるまで、運動神経と眼の運動との実験を研究しなければなりません。そ
れによって、視覚の世界が運動神経の世界をコピーし、その結果、意味深く関係
のある入力となることを会得するようになります。　（知覚一運動神経の一致）
知覚的情報と運動神経反応の両者をコントロールすることは、可能なことであり、
一っの連続する組織の一部であります。子供が、symbolicな素材を扱うためには、
まず安定した空間を必要としますが、このような世界は、最初は子供の運動筋肉
の活動によって学習され、しかるのちに知覚される素材に組み込まれる体系的な
空間を会得することなしには、確立されないのであります。
（3）drill（強い訓練）と配分された練習
　ドリルとは、一定期間にわたり、練習に対して同一のアプローチを繰り返えし
て強制することであります。もしも子供が、特定の学習の問題にっいて、ドリル
を繰り返えされると、その子供は良くなるどころか悪くなることが多いのです。
神経細胞の集合理論は、ドリルが、配分された練習一たとえば、内容と方法が
変わる学習アプローチによる、同一の課業の復習一ほど効果が上がらない理由
を説明してくれます。ドリルの場合は、同じ神経の経路を通じて、反復される同
一の刺激に取り組むので、新しい神経集合体は形成されません。　（註8）
ドリルには、っねに「割れる」危険性があります。っまり何ケ月もの強制的な練
習の結果、自分の名前が書けるようになったとしても、この灘を他に応用した
り別の方法に切り替えることができません。脳に障害のある子供の教育には、細
胞集合論を応用した、たくさんの方法によって行なうのが効果的です。たとえば、
「良い作法」は、いろいろな補助方法を使って学習することができます。
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講演 討論（家庭や学校で）
ゲーム
詩や物語り
雑誌や絵の本
　　　　　　　しっせき悪い作法の場合の叱責
映画
レコード（テープコード）
ドラマ
実際の場合
（パーテイや会話）
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（3）細胞集合の形成と関連ずけ
　フィードバックと細胞集合理論にっいての理解は、教師に、自分の教育が何を
達成すべきかを教えてくれます。教室での最初の刺激は、子供にとって期待され
る全ての反応を引き出すには十分でないかもしれませんが、適当な練習によって、
結果的には「望ましい作法」となる、神経のパターンを促進するきらゐ’けとなり
ます。子供の機能は、刺激を蓄積することによって変えることが出来るのです。
（註7）　Hebb，D．0．　　Organization　of　Behavior1949
（註8）　シュトラウスも、固執傾向を強めないような教材を与え、ドリルや反
　　　　復はできるだけ避けるよう提言している。　（西谷、前掲書）参照
第4章　精薄児教育の教育科学としての方向ずけ
　精薄児教育が、まだ教育科学としての形をなしていないという批判があります。
「精薄児教育においては、精薄児の特性にっいて正しい理解が無ければ、その指導
が効果的に行ない得ないのであるが、精薄児の学習についての基礎的事実には明ら
かにされていないことが多い。特殊教育に関する限り、これまで基礎的研究と教育
活動との間の協力はきわめて貧しかった。教師自身の手さぐりの教育研究に終始し
ていたといってもよかろう。これが、特殊教育が教育科学たり得ない大きな理由で
ある。」　（註9）精薄児教育が科学として未発達であるところの原因は、縦の関係
一歴史的経過と、横の関係一関連学問領域の双方にあると思われます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅそ　ちよう　まず歴史的経過にっいて見ると、精薄児は中世以前においては、遺棄、呪咀、嘲
しよう
笑の対象であって、人間としての扱いを受けておりませんでした。近世になって基
本的人権思想が芽生えてから、ようやく身体的保護の対象となり、19世紀に到って、
医師や牧師によって慈善事業の施設に収容されるようになりました。　（スイスのグ
ッケンビュール、フランスのセガン、日本の石井亮一氏による掩乃川学園など）
今世紀になってから、ジュネーブ宣言、合衆国の児童憲章、国連児童権利宣言など
もあって、精薄児に対する社会的関心が高まり専門の教育が急激に振興してきたの
です。わが国においては、第2次大戦後、新憲法が基本的人権を保障したことに始
まり、教育の民主化、六三制義務教育制の確立とともに精薄児教育にっいての関心
が盛んになり、施設も徐々、に整備されてきました。比較的軽度の子供のための「特
殊学級」　「養護学校」、重度のもののための「精神薄弱施設」などが設けられまし
た。また成人の精神薄弱者のためには、　「精神薄弱者厚生相談所」　「精神薄弱者福
祉司」　「精神薄弱者援護施設」が制度化されて、18歳過ぎたために福祉の対象から
外されることも無くなりました。しかし、教育的視野に立って見ると、まだ歴史的
に日が浅く、また福祉的救済の面が先行していて、現在のところは、教育の技術論、
方法論の段階にあって、基礎理論まで手が回りかねている状態であります。
　っぎに関連する学間領域の面ですが、対象となる子供の特性から、生理学、医学、
遺伝学、心理学など、教育以外の分野で関係をもつ学問が非常に多いことになりま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はす。これら関連する諸科学の成果を援用することによって、精薄児の特性が把握さ
れることが前提条件であり、教育の基礎理論も、これらの諸科学をとり入れること
なしには形成し難いという特殊事情が存在します。この点にっいては、心理学の研
究が大きな実績をあげてきました。たとえば、パヴロフ・トウイットマイヤー、チ
ホミーロフなどの「条件ずけによる学習研究」、レイノルド・スタシー、エリスな
どの「試行錯誤による学習研究」ハーロー、ハウス、ジーマンなどの「カード分類
による課題解決学習」エリス、アイスマンなどによる「言語学習による研究」、ク
ントー、ホッテル、ヘーバーなどの「学習成立のためのモティベーションの問題」
などが、精薄児の学習プロセスを解明するのに大きな効果がありました。医学、特
に解剖学や大脳生理学は、脳の構造とその機能を明らかにし、精神薄弱について基
礎的な知識を与えました。また病理学は、脳障害の原因を究明し、適切な治療法に
よって救済し得るものもあることを理解させました。　（フエニールケトン尿性精薄、
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　　　しゅ粘液水腫性精薄、含水炭素代謝障害による精薄など）。現在でも、関連する領域が
このように広範であるうえに、各分野での新しい成果が組み込まれる可能性は、将
来いよいよ多くなると思われますので、横方向の体系化は容易なことではないと考
えられます・しかし、精薄児教育が科学として成り立ち、大きな教育効果を挙げるた
めには、体系的統合化は、その特殊性からいって、避けて通ることのできない道で
あります。この意味において、ここに紹介した神経細胞の組織と機能を基礎にした
学羽理論は、従来の技術論・方法論のレベルにとどまることなく、問題を人間構造
の最深部でとらえ、普遍的な理論の樹立を目指すものとして、貧弱であるといわれ
る精薄児教育の基礎理論に新しい方向ずけを与えるものと思われます。
　（註9）　精神薄弱児教育の基本問題　西谷三四郎　東京学芸大学教育研究所
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